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ミサ典礼書のその表紙はいつも赤く染まっています。しかし、なぜ今典礼が新しくなるのでしょうか？元をたどれば、第二バチカン

公会議にあります。その時、最初に刷新されたのがミサ典礼書でした。それまでは、ラテン語が基本で、信者は何も訳分からないままミ

サに預かっていました。司祭は、ただ祭壇に向かってラテン語で祈っています。信者は誰一人訳分からず、ただ歌を歌い、祈りを唱え

ていました。確か、聖書の朗読だけは日本語だったと記憶しています。しかし、祈りはほとんどわからないままでした。これでは、ミサが

何か、その儀式の意味など、明確にされることはありませんでした。こうして、まず典礼そのものが刷新されることになったのです。 

 

◆感謝のいけにえの祭儀 

 そもそも、ミサ典礼とは「感謝のいけにえを捧げ

る」祈りであり、儀式です。その際、新しい基準とい

うものが、まず定められました。それは、司式者と参

加者には、典礼においてそれぞれ果たすべき固有

の役目があり、それが明確にされることでした。両

者が互いに神聖な行いを執行するのですから、そ

のために大切な祈りが奉献文でした。奉献文とは「感謝のいけ

にえを捧げる」祈りであり、ミサの中心、頂点にあるものです。つ

まり、ご聖体とは、エウカリスチア（聖餐）と言われ、その祈りこそ

が「感謝のいけにえを捧げる」ことなのです。 

◆奉献文のはじめ 

 その感謝のいけにえの祈りは＜叙唱の祈り＞から始まります。

今回、ここが変わったのです。司祭が「主は皆さんと共に」と言う

と、会衆は「またあなたとともに」と答えます。これまでは「心をこ

めて、神を仰ぎ」と司祭が言うと、「賛美と感謝を捧げましょう」と

会衆が答えていました。しかし、この新しい典礼では、

司祭が「心をこめて」と言うと、会衆が「神を仰ぎ」と答

え、再び、司祭が「賛美と感謝を捧げましょう」と言っ

て、その後で、会衆が「それは尊い大切な務めです」と

答える形に変わっているのです。ここから、感謝の賛歌

に入っていきますが、ここで大切なことは参加です。 

◆行動的参加 

信者による典礼への行動的参加ということが、典礼の本質か

ら強く求められる事であり、バチカン公会議の典礼刷新におい

ては、この点は第一に掲げられました。あの叙唱の部分で、「心

をこめて、神を仰ぎ」と司祭と信徒が交互に唱えるようになって、

その意義が明らかになりました。つまり、儀式を

執行する司祭とこれを感謝して祈る信徒の間の、

見事な一致と交わりがそこに生まれたからです。

言葉は心から出てきて、神に向かう賛美と感謝の

祈りとなって、その行動は聖なる神に奉献される

祈りとなったからです。 

◆典礼の本質 

 神は救いの御業をキリストにおいて実現させました。ミサ典礼

はそのことを祝います。主の受難と復活、その栄光ある昇天とい

う救いの神秘と贖いの御業を思い起こさせる、それがミサです。

従って、教会は典礼を通して、御父がキリストを遣わされたよう

に、聖霊を私たちに注ぎ、造られたすべてのものに福音をのべ

伝えるために、世に私たちを派遣するのです。私たちは、こうし

て典礼に参加するたびごとに、神に賛美と感謝をささげ、聖霊の

力によって神の栄光を称えることとなるのです。 

◆キリストの現存 

 イエスは「いつも、私はあなたがたと共にいる」と言

われました。その通り、イエスは典礼の中に、いつも現

存しておられるのです。みことばの奉仕をする者の中

にも、また司祭の中に同じキリストが現存して生きて

おられるのです。誰かが洗礼を受けるなら、それはキ

リストが洗礼を授けておられるのであり、教会で聖書

が読まれるなら、そのみことばのうちにキリストがおら

れるのです。みことばの典礼ではイエスご自身が語られている

のであるから、このように典礼が行使される中、人はみなが聖化

されるのです。これほどに勝る恵みはほかにないでしょう。 

カトリック谷山教会 主任司祭 トマス頭島光 

No. ３８９ 
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2月 2日  主の奉献     

主の奉献の祝日おめでとうございます。 

 

モーセの律法に定められた清

めの期間が過ぎたとき、両親はイ

エスを主に捧げるため、エルサレ

ムに連れて行った。それは主の律

法に、「初めて生まれる男子は皆、

主のために聖別される」と書いて

あるからである。また、主の律法に言われているとおりに、山鳩

一つがいか、家鳩の雛二羽を、いけにえとして献げるためであっ

た。その時、エルサレムにシメオンという人がいた。この人は正し

い人で信仰が篤く、イスラエルの慰められるのを待ち望み、聖霊

が彼にとどまっていた。そして、主が遣わすメシアに会うまで決

して死なない、とのお告げを聖霊から受けていた。シメオンが霊

に導かれて神殿の境内に入ってきたとき、両親は、幼子のために

律法の規定通り、いけにえを献げようとして、イエスを連れてき

た。シメオンは幼子を腕に抱き、神をたたえて言った。 

「主よ、今こそあなたは、お言葉通り、この僕を安らかにさらせて

下さいます。わたしはこの目で救いを見たからです。これは万民

のために整えて下さった救いで、異邦人を照らす啓示の光、あ

なたの民イスラエルの誉れです。 （ルカ 2・22-37） 

そのときシメオンがイエスのことを「異邦人を照らすまことの光」

と賛えたことから、この日にはローソクの祝別式とローソクの行

列が行われている。    ―女子パウロ会教会歴よりー 

 

2月の教会歴より 

いるのか天国泥棒さん❓ 

 天国泥棒という言葉が私の耳に入ったのは、日本にきてまもな
くのことです。それもだいぶ前の話です。天国泥棒はどういう泥

棒でしょうか。天国まで行って何を盗んでくるのでしょうかと思い

ました。 

 「天に宝をつむ」という聖書の言葉を読んだことがありますが、

天国泥棒という人物にまだ出会っていません。しかし、だんだん

分かってきました。天国泥棒は天国まで行って何かを盗んでくる

ものではありません。天国そのものを簡単に手に入れる人のこと

です。具体的に言えば次のような人のことです。つまり、キリスト

教と関係なしに亡くなる寸前に洗礼を受けて、天国への“入場

券″を手に入れた人をそう呼んでいます。泥棒のように天国まで

自分のものにしたからです。 

 ここまで分かったといっても、天国と天国に入ることがこんなも

んでしょうか。もちろん違うでしょう。洗礼はキリストの死と復活に

与るもので、ただの入場券のようなものではありません。死寸前

に洗礼を受ける人がたくさんいます。しかし泥棒ではありませ

ん。天国を手に入れるよりも入れてもらうと考えたほうがいいで

す。もちろん天国に入る権利というものもありません。生まれた

日から始まって天国までのすべてが天の父からただでもらった

恵みで、神様の気前のよさのおかげです。     ２０１3年２月１２日 

 
     

２月１０日  

聖スコラスチカおとめ （記念日） 

   480年ごろー542年ごろ 

確立し、修道生活の父と呼ばれる。7.11 参照）である。 彼女は

生後まもなく母を亡くし、父と兄によって育てられた。兄が山にこ

もり、厳しい修道生活を始めると、スコラスチカも修道生活を送

り、神に生涯をささげたいと望むようになった。やがて彼女は兄

が創設したモンテ・カッシーノ修道院の近くに家を建て、祈りと労

働の生活を始めた。彼女のもとに「ともに祈り、働く生活をした

い」と願う女性たちが集まり、その家は修道院となった。彼女は

院長となり会員たちを導いた。 

 当時、ベネディクト会修道院には異性が入ることはできなかっ

たので兄妹は年に 1 度、修道院の中間にある農家で出会い、

神、祈り、修道生活について語りあった。死期が近づいたことを

感じたスコラスチカは、兄ともっと神について語り明かしたいと

思った。彼女の切なる祈りは嵐を起こし、帰ろうとする兄の足を

引きとめたといわれる。その 3日後、彼女は息を引き取り天に召

されていた。兄ベネディクトは、妹の魂が白い鳩のように昇天し

ていくのを見たという。兄妹は同じ墓に眠っている。 
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-女子パウロ会聖人歴より- 

―故ヨハン・レヒナ師 レデンプトール会 
フォーラム記事より－ 

（1934.11.14～2015．4．7） 

スコラスチカは、イタリア中部のヌルシ

アの裕福な信仰深い家に生まれた。兄

は、聖ベネディクト（西欧の修道院制を 



２０２２年２月＜ミサ典礼＞の朗読及び先唱奉仕のお願い 

今年も、はや二月になります。今年は、とくに新しい典礼の形を目指して、皆さんと共に勉強しつつ、協力して、

美しい典礼を完成させてまいりたいと思います。ところが、ここにきて、またしてもウィルスの壁が立ちはだかりま

す。オミクロン株は一気に勢いを増し、感染を急速に拡大させているからです。不安と心配は増すばかりではあり

ますが、二月のミサ典礼は、大きく後退せざるを得ません。これまで培ってきた感染症対策を、さらに万全を期し

つつ、進めましょう。手指消毒、検温及びマスク着用は勿論のこと、聖堂内の人数制限を更に強化して３０人とし

ます。三密対策を徹底するためです。またこの２月は聖歌を歌うこともやめましょう。ご協力願います。 

 

◆受付での手指消毒及びマスク着用と検温、そして署名等のカード記入に協力願います。 

◆三密回避として聖堂内への入場制限を５０人から更に３０人に引き下げます(*但し、典礼奉仕者を除く) 

◆制限を超えた場合は玄関ロビーにてお願いします。泣部屋は子ども連れ家族のみとします。 

◆聖堂内では白印を前にご着席ください❕換気、加湿はこれまで通り行っています。 

◆聖体拝領は一列に並び、前後 1ｍ程度、間隔を空けて前へゆっくりとお進みください。 

 

 

■２月典礼の先唱及び朗読の役割分担は以下の通りです。 

◇ ２月６日 年間第５主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ５/１１班 

◇ ２月１３日 年間第６主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ６/７班 

◇ ２月２０日 年間第７主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 8/9 班 

◇ ２月２７日 年間第８主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 10 班 

 

★朗読の処での応答についての訂正があります。主日ミサでは旧約と書簡の二つの朗読がありますが、朗読者

は読み終わると「神のみことば」とはっきりと唱えます。これに応えて会衆が「神に感謝」と答えます。以前に侍者

だけが答えると言いましたが、間違いです。お間違いないようにお願いします。第二朗読も同じです。また朗読

者は読み終えて「神のみことば」と言うのですが、手を合わせて、
．．．．．．．

唱えましょう。そして、会衆の応答を聞いてから、

聖書に一礼して
．．．．．．．

、席に戻ります。谷山では侍者と共に祭壇前に並びお辞儀をしてから
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

席に戻ります。 

２０22/２/１ 主任司祭 トマス頭島 光 

 

 

 

 

  

左から下川ｓｒ、モニカｓｒ、メニヒ神父、ソン・ジョン神父(出水教会) 

頭島主任司祭、井上管区長(東京)、ボスコ神父、澤ｓｒ、カタリナｓｒ                                                                          

                                          （敬称略）                     

回 

想 

2022 年 1月 5日()  

聖ヨハネ・ノイマンの記念日のミサ 

私はぶどうの木、あなた方はその枝である。 

人が私に繋がっており、私もその人に繋がって

おれば、その人は、豊に実を結ぶ 

ヨハネ福音者 15-5 

2022年1月2日 谷山教会ミサの中で 

新成人と七草の祝福が行われた。 



朗読奉仕者 掃除当番 班会

1日 （火） 6:30

2日 （水）
祝日

19：00

3日 (木)
記念日
6:30

4日 (金) 19:00

5日 (土)
祝日

19：00 ⑤⑪ 教会

6日 (日) 6：30＆9：00 ⑤⑪
7日 (月) 6:30

8日 （火） 6:30

9日 （水） 19:00

10日 (木)
記念日
6:30

11日 (金) 　　　6:30

12日 (土) 19:00 ⑥⑦ 教会

13日 (日) 6：30＆9：00 ⑥⑦

14日 (月)
記念日
6:30

15日 （火） 6:30

16日 （水） 19:00

17日 (木) 6:30

18日 (金) 6:30

19日 (土) 19:00 ⑧⑨ 教会

20日 (日) 6：30＆9：00 年間第7主日＊9：00ミサ後司牧評議会/司会2,3班 ⑧⑨
21日 (月) 6:30

22日 （火）
祝日
6：30

23日 （水）
記念日
19：00

24日 (木) 6:30

25日 (金) 6:30

26日 (土) 19:00 ➉ 教会

27日 (日) 6：30＆9：00 ➉
28日 (月) 6:30

ロザリオの祈り 毎週火曜日　10：00～ 1，8，15，22日

　　　　　　　　　　　　　　　　　司牧評議会の一部です。

＊　典礼勉強会…今後、月に1回第1木曜日に開催します。今月は、2月3日(木)です。皆さんご参加下さい。18：30～皆さんご参加下さい。

＊　教会のすべてのエアコンは、故障の原因になりますので、ON,OFスイッイ以外は触らないで下さい。

＊　主日ミサの受付は朗読当番班が手伝う。朗読、奉納、受付当番班の方は、ミサ開始30分前に来て、打ち合わせ。

福者ユスト高山右近殉教者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝ミサ

初金ミサ

聖書と教理－Ⅱ 毎週金曜日10：30～12：00 4,11,18,25日

レジオ・マリエ 毎週水曜日　14：30～ 2,9,16,23日

召命ミサ　　　　　＊求道者勉強会シーズンⅥ＞11

日本26聖人殉教者
年間第5主日のミサ

年間第5主日/北薩信徒会リモート会議14：00～

朝ミサ

朝ミサ

召命ミサ

聖スコラスチカおとめ
朝ミサ

朝ミサ/ルルドの聖母/世界病者の日　建国記念日

令和4年（2022年）谷山教会02月の予定と祝日表（02月01日～02月28日）

日　　時 典礼と行事

朝ミサ

主の奉献　　　　　*求道者勉強会シーズンⅥ＞10
召命ミサ

年間第6主日のミサ

年間第6主日

聖チリロ隠世修道者、聖メトジオ司教
朝ミサ

朝ミサ

朝ミサ

朝ミサ

聖ペトロの使徒座
朝ミサ

朝ミサ

年間第7主日のミサ/司牧評議会テーブル、椅子設営8,9班

朝ミサ

聖ポリカルポ司教殉教者　　　　　　　　天皇誕生日

召命ミサ

朝ミサ

朝ミサ

年間第8主日のミサ

年間第8主日

朝ミサ ＊典礼勉強会18：30～

（聖ブラジオ司教殉教者、聖アンスガリオ司教）

今
月
の
行
事
当
番
班
は
2
班
で
す

よろしく
お願い
します。


